
1　個々の子供に応じたきめ細かい教育の充実	


　● 基礎・基本の確実な習得	


　● 理数教育の推進	


2　社会的自立を促す教育の推進	


　● 道徳・キャリア・防災教育の推進	


3　世界で活躍できる人材の育成	


　● 英語教育の充実および国際感覚の醸成	


　● 日本人としての自覚と誇りの涵養（かんよう）	


4　オリンピック・パラリンピック教育の推進	


　● 人生の糧となる掛け替えのないレガシー形成	


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	


	


	


	


	


	


	


5　不登校・中途退学対策	


　● 社会全体での支援と再チャレンジの教育環境の　	


　　　充実	


6　子供たちの健全な心を育む取り組み	


　● いじめ、暴力行為、自殺等の防止対策	


　● SNS等の適正な使い方の啓発	


7　特別支援教育の推進	


　● 障害のある子供たちの教育環境の充実	


	


	


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　	


　昨年は5月に足立区議会議員選挙が行われました。民主党からは4人の候補	
  
者を擁立し、全員が当選を果たすことが出来ました。	


　今年は参議院選挙が行われます。私、そして足立区民主党は地域の皆様に 
傾聴し、しっかりと皆様の代弁者として活動して参る所存です。 
　今後とも宜しくご指導、ご支援お願い申しあげます。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◆「東京都教育施策大綱」を新たに策定しました。◆◆�
　「大綱」とは、教育の目標や施策の根本方針として、総合教育会議における教育委員会との協議を経て、

知事が策定するものです。	


　「東京都教育施策大綱」では、東京都長期ビジョンで掲げる10年後の東京で活躍する子供たち、さらにはそ

の先の2040年代を支える子供たちを着実に育成するため、29年度までの3年間で取り組むべき教育の根本

的な方針を示しています。	


重点事項と主な内容　　　　　　　　	


    大西 さとる  

民主党 東京都議会議員                	


  都議会レポート	


都議会レポート	


（足立区選出）	


今年もよろしくお願い申しあげます。	
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　　正規転換対策の推進と	

　　非正規の待遇改善に取り組め	
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　＜裏面につづく＞	


＜＜＜東京オリンピック＞＞＞	


　2020年オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定したことから、都議会民主党は、
東京大会がオリンピックとパラリンピックが最も一つに統合された一体的な祭典となるとと
もに、大会時にパラリンピアンや障害者にもやさしい東京を実現して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくべきと質問しました。	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪瀬知事は、「2020年に向け、障害の有無	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関わらず全ての都民がともに暮らす心の	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バリアフリー社会の実現を目指し、オリン	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピック・パラリンピックを一体感ある最高の	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祭典にする」と答弁しました。	

　	


昨年のご支援に感謝申しあげます。	


●新国立競技場の建設費負担　国に根拠を求めよ	


【大西さとるプロフィール】�
昭和36年生まれ。立命館大学経済学部卒、早稲田大学大学	
  
院修士課程修了。11年間のサラリーマン生活ののち、細川律	
  
夫衆議院議員第一秘書を経て、平成13年都議選に挑戦する	
  
も惜敗、平成17年に都議選に初当選。文教委員会委員長、	
  
オリンピック招致委員会理事、都議会民主党幹事長代行など	
  
を歴任。現在3期目、環境・建設委員会所属。	


新国立競技場の建設費 

　非正規労働者が年々増える一方で、正規社員の年収の伸び 
に比べ、非正規の年収が上がらず、格差が益々拡大していま 
す。そこで都議会民主党は、正規社員就業・転換対策を更に 
進めるとともに、非正規労働者の待遇を正規社員に近付ける 
べく、積極的に取り組むべきと訴えました。 
　知事は、関連法令の解説ガイドブックの作成やアドバイザーに 
よる企業訪問、非正規労働者の雇用環境改善に取り組む企業 
に対して支援を行っていくと答えました。 

新国立競技場の建設費負担　国に根拠を求めよ	


≪東京オリンピック≫	


今定例会のポスターは、�
「伝統と華やぎのある都市へ」
と題し、素晴らしい江戸つまみ
簪（かんざし）の写真が用いら
れております。�

今年1年が皆様にとって素晴らしい年となりますように！	


昨年のご支援に感謝申しあげます。	


	


　　　　　　　　　　　　　　	


◆◆都の来年度予算案発表◆◆	


 　東京都の平成28年度予算編成作業の最終段階となる知事査定が4日に始まり、一般会計の予算規模が4年	


連続増の7兆100億円程度になる見通しとなりました。23年ぶりの7兆円台となります。	


　都によると、税収は景気回復に伴う地方法人2税（法人事業税、法人住民税）の増加によって、前年度当初予

算より約1900億円増の約5兆2100億円となる見込みで、5年連続の増加となります。　	


　新規事業では、都内タクシーの5分の1にあたる1万台を、車イスのまま乗車することができ、環境性能が高い	


ハイブリッド車や電気自動車にするため、事業者向けの補助制度に61億円を計上する方針です。	


　また、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた「障害者スポーツ振興基金（仮称）」を新設し、普及啓	


発のほか、施設整備や競技活動の支援を行う予定です。	




《岡田克也民主党代表の年頭あいさつ》　	

新年おめでとうございます。本年も何卒宜しくお願い申しあげます。	


　今年は重要な年です。まず生活、そして経済です。安倍総理は経済を大きくすること	


が自己目的化しています。私は、生産性を高め、経済成長することは大事である、と	


基本的にそう考えていますが、同時にその成果をいかに公平に分配するかということ	


をそれ以上に大事と考えています。日本の社会をみたときに、例えば正社員になりた	


くても非正規で働かなければいけない、給与も増えない、そういう人達がこの20年で非	


常に増えてしまいました。あるいは、正社員で働いている人も長時間労働に苦しんで	


いる人たちがたくさんいます。その中で家庭とそして仕事に両立ということができなくな	


っています。	


　貧困の問題も深刻です。今、日本のひとり親家庭、母子家庭、父子家庭の2世帯に1世帯は貧困家庭です。	


これは世界の先進国の中で全く例のないひどい数字です。誰もがひとり親家庭になるリスクを抱えています。	


そういった世の中を何とかして変えていく。そして変わることでそのことがまた経済成長にもプラスに良い影	


響を及ぼす。そういった良い循環の世の中を作っていきたいというように考えています。真面目に働く人た	


ちが安心して生活できる日本にするそれが民主党が目指すところです。	


　今ひとつは平和の問題です。昨年の安全保障法制は、多くの国民が説明不十分という中で安倍総理は	


強行採決をしてしまいました。安倍総理の目指すのはそこにとどまりません。集団的自衛権の行使は、この

前の強行採決で限定的に認められることになりました。しかし、安倍総理が目指しているのは、限定なしに	


集団的自衛権の行使を認める。つまり、日本は攻撃を受けていなくても海外に出かけていき、例えば米軍	


と一緒に戦う、そういう国にしたいというのが安倍総理の考えている姿です。	


　私は、そうではないというふうに思います。70年前敗戦の中で日本国憲法を持ちました。もちろん現実の	


日本を取り巻く環境は変化していますから、このことは十分に踏まえなければなりません。日米同盟も大事	


です。しかし、だからといって海外で日本が自由に武力行使できるそういう国にすることが私は正しい選択	


だとは思いません。この点について今年は、国民一人ひとりが問われる、どちらの道に行くのかそのことを	


選択する、そういった年になると思います。	


　そして参議院選挙です。非常に重要な選挙になります。3分の2を与党勢力が取ることになれば憲法改正	


に必ず進むと思っています。我々は国政選挙過去3回続けて敗れています。しっかり歯止めをかける。そう	


いった参議院選挙にしなければなりません。そしてその先にあるのはもう一回政権交代にチャレンジする民	


主党です。	


　是非皆様のご理解を頂き、今年一年日本の政治にとって、国民の皆様一人ひとりにとって良い年にした	


い強い決意で臨みます。どうかよろしくお願い申しあげます。	


（岡田代表動画メッセージより）	
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　　　Tel  03-3849-7847    Fax  03-3849-7846 
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【大西さとるプロフィール】�
昭和36年生まれ。立命館大学経済学部卒、早稲田大学大学	
  
院修士課程修了。11年間のサラリーマン生活ののち、細川律	
  
夫衆議院議員第一秘書を経て、平成13年都議選に挑戦する	
  
も惜敗、平成17年に都議選に初当選。文教委員会委員長、	
  
オリンピック招致委員会理事、都議会民主党幹事長代行など	
  
を歴任。現在3期目、環境・建設委員会所属。	


◆花棒を担がせていただきました（写真）◆	

　今年も各町会のお祭りでお神輿を担がせていただ	

きました。お祭りを通して、改めて地域の絆や団結の	


大切さを感じました。	


　梅島駅前に事務所を開設しております。  都
政に関するご意見、ご要望など、ぜひご気軽
にお立ち寄りください。�

	


【大西さとるプロフィール】�
昭和36年生まれ。立命館大学経済学部卒、早稲田大学大学	
  
院修士課程修了。11年間のサラリーマン生活ののち、細川律	
  
夫衆議院議員第一秘書を経て、平成13年都議選に挑戦する	
  
も惜敗、平成17年に都議選に初当選。文教委員会委員長、	
  
オリンピック招致委員会理事、都議会民主党幹事長代行など	
  
を歴任。現在3期目、環境・建設委員会所属。	


◆◆◆1月15日～21日は「防災とボランティア週間」◆◆◆	

　防災とボランティア週間（ぼうさいとボランティアしゅうかん）とは、広く国民が災害時におけるボランティア活動	


及び自主防災活動についての認識を深めるとともに、災害への備えの充実強化を図ることを目的とした週間で	


す。	


　阪神・淡路大震災を契機に、災害時のボランティアと平常時における自発的な防災活動の重要性が認識され	


たことを受けて、平成7年12月15日の閣議了解により、毎年1月15日から1月21日を防災とボランティア週間とす	


ることが定められた。 これは阪神・淡路大震災の発生した日平成7年1月17日を中心とした1週間です。	


　地域の防火防災訓練への参加や家具類の転倒・落下・移動防止対策など、家庭や事業所での防災対策をも	


う一度見直し、防災行動力を高めましょう。	


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	


	


◆◆ビッグデータを活用し救急搬送時間を短縮せよ◆◆	


 　年末年始、多くのサイレンの音が聞かれました。救急搬送時間の短縮に	


向けて、今年度、救急隊5隊分が増強されました。昨年12月の平成27年第	


4回定例議会において、都議会民主党は、こうした取り組みに加え、新たな	


手だてを提案しました。特に、年間76万件もある救急出動件数のビッグデ	


ータを活用することで、救急患者の発生予測や救急隊の適切な配置などに	


役立て、より効率的な運用を図ることを求めました。	


　これに対して、消防総監は「地域における救急事象の発生状況等の情報	


も踏まえ、救急搬送体制の充実に努めていく」と前向きに答弁しています。	



